












要約:過去 2年間の調査研究「産後の支援者のニーズ調査」「産後の支援者の活動に関する

意識調査」により、“産後の母子支援に必要な援助を行う専門的サービス((1)産後の心身

への理解と対応かでき、(2)乳幼児の世話や育児の指導・相談相手として十分な内容があ

り、(3)家事能力にすぐれている。)の担い手として産後の支援者への期待と役割に答える

ため、(1)沐浴を含めた赤ちゃんの生理と世話  (2)産後の母親の心と体、また乳幼児の心

と体の発達  (3)母体の回復や離乳食を考えた栄養面での知識  (4)産じょく期・乳幼児期

の母子支援のためのカウンセリングマインドの学び等、系統的、継続的な教育・研修が求

められてきている。"という事があきらかになった。今年は、この結果を受けて、産後の

支援者の資質と能力の向上、さらには、産後の母子支援サービスの向上のための産後の支

援者養成・研修の在り方について検討することを目的に、(1)研修の意義  (2)研修の目的

(3)実施方針  (4)実施方法  (5)カリキュラムの体系について、専門家で構成する研究委

員会を設置し、具体的な企画案を立案し調査研究を行った結果以下のことがわかった。

(1)時代的変遷を背景にした、母親にかかる育児負担、家事負担、夫・家族・地域からの

孤立化、競争原理や情報先行の社会構造から来る不安・・・等、母子の抱えるストレスの

時代的理解と支援の在り方の抜本的見直しによるカリキュラムの編成の必要性。

(2)専門的知識と経験を有する、助産婦その他の母子支援の実践・専門家との連携・協力

による、段階的、系統的、継続的養成・研修制度の確立の必要性。

(3)時代と共に刻々と変化する母子のニーズに敏感な、3～5年毎のカリキュラムの再編が、

サービスの充実と今後の母子支援事業の発展につながる。

(4)母子のかかえるストレスの理解と軽減による具体的な支援、といった考え方は、現在

増加の一途をたどる“現代的虐待”(古くからある貧困や無知等から子供を酷使したり暴

力を振ったりする虐待とは別に、経済的にも知的水準も普通以上の家庭の母親によるもの)

の予防の考え方と一致する。


